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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第１区分
【発行日】平成23年11月24日(2011.11.24)

【公表番号】特表2011-501154(P2011-501154A)
【公表日】平成23年1月6日(2011.1.6)
【年通号数】公開・登録公報2011-001
【出願番号】特願2010-530035(P2010-530035)
【国際特許分類】
   Ｇ０１Ｎ  27/416    (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  27/36     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  27/26     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０１Ｎ  27/46    ３５３Ｆ
   Ｇ０１Ｎ  27/46    ３５３Ｇ
   Ｇ０１Ｎ  27/36    　　　Ｚ
   Ｇ０１Ｎ  27/26    ３７１Ｆ

【手続補正書】
【提出日】平成23年10月4日(2011.10.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のイオン濃度電圧測定値を受信し、該複数のイオン濃度電圧測定値からイオン濃度
測定値を生成するように構成されたメータ電子機器（１０２）と、
　前記メータ電子機器（１０２）と通信し、前記複数のイオン濃度電圧測定値を前記メー
タ電子機器（１０２）に向けて生成するように構成された３つ以上の個別の電極ユニット
（１０８）と
　を備え、
　前記３つ以上の個別の電極ユニット（１０８）の第一の電極は、第一のイオン感応特性
を有する第一のイオン感応領域（１１６）を含み、前記３つ以上の個別の電極ユニット（
１０８）の第二の電極は、前記第一のイオン感応特性とは異なる第二のイオン感応特性を
有する第二のイオン感応領域（１１６）を含んでなる、複合電極イオンメータ（１００）
。
【請求項２】
　接地電極（１２３）をさらに備えてなる、請求項１に記載の複合電極イオンメータ（１
００）。
【請求項３】
　前記３つ以上の個別の電極ユニット（１０８）が、
　実質的にシールされている３つ以上の電極チャンバ（１１０）と、
　前記３つ以上の電極チャンバ（１１０）内にそれぞれ対応して形成され、前記３つ以上
の電極チャンバ（１１０）と前記複合電極イオンプローブ（１０６）の外部との間のイオ
ン相互作用を可能とするように構成された３つ以上のイオン感応領域（１１６）と、
　前記３つ以上の電極チャンバ（１１０）内にそれぞれ対応して位置し、前記メータ電子
機器（１０２）に向けて前記複数のイオン濃度電圧測定値を生成するように構成された３
つ以上の電極（１１４）と
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　を備えてなる、請求項１に記載の複合電極イオンメータ（１００）。
【請求項４】
　前記３つ以上の個別の電極ユニット（１０８）が、
　実質的にシールされている４つの電極チャンバ（１１０）と、
　前記４つの電極チャンバ（１１０）内にそれぞれ対応して形成され、前記４つの電極チ
ャンバ（１１０）と前記複合電極イオンプローブ（１０６）の外部との間のイオン相互作
用を可能とするように構成された４つのイオン感応領域（１１６）と、
　前記４つの電極チャンバ（１１０）内にそれぞれ対応して位置し、前記メータ電子機器
に向けて前記複数のイオン濃度電圧測定値を生成するように構成された４つの電極（１１
４）と
　を備えてなる、請求項１に記載の複合電極イオンメータ（１００）。
【請求項５】
　第一の電解質溶液を有する第一の対の電極チャンバ（１１０Ａ、１１０Ｂ）と、前記第
一の電解質溶液とは異なる第二の電解質溶液を有する第二の対の電極チャンバ（１１０Ｃ
、１１０Ｄ）とを有している、請求項４に記載の複合電極イオンメータ（１００）。
【請求項６】
　第一の電解質溶液を有する第一の対の電極チャンバ（１１０Ａ、１１０Ｂ）と、前記第
一の電解質溶液とは異なるタイプのイオン、濃度またはｐＨレベルを有する第二の電解質
溶液を有する第二の対の電極チャンバ（１１０Ｃ、１１０Ｄ）とを有している、請求項４
に記載の複合電極イオンメータ（１００）。
【請求項７】
　第一の対のイオン感応領域（１１６Ａ、１１６Ｂ）を有する第一の対の電極チャンバ（
１１０Ａ、１１０Ｂ）と、前記第一の対のイオン感応領域（１１６Ａ、１１６Ｂ）とは異
なる第二の対のイオン感応領域（１１６Ｃ、１１６Ｄ）を有する第二の対の電極チャンバ
（１１０Ｃ、１１０Ｄ）とを有している、請求項４に記載の複合電極イオンメータ（１０
０）。
【請求項８】
　第一の対のイオン感応領域（１１６Ａ、１１６Ｂ）を有する第一の対の電極チャンバ（
１１０Ａ、１１０Ｂ）と、前記第一の対のイオン感応領域（１１６Ａ、１１６Ｂ）の第一
のイオン感応特性とは異なる第二のイオン感応特性を有する第二の対のイオン感応領域（
１１６Ｃ、１１６Ｄ）を有する第二の対の電極チャンバ（１１０Ｃ、１１０Ｄ）とを有し
ている、請求項４に記載の複合電極イオンメータ（１００）。
【請求項９】
　第一の電解質溶液を有する第一の対のチャンバ（１１０Ａ、１１０Ｂ）と、前記第一の
電解質溶液とは異なる第二の電解質溶液を有する第二の対のチャンバ（１１０Ｃ、１１０
Ｄ）とを有し、実質的にシールされている少なくとも４つのチャンバ（１１０Ａ～１１０
Ｄ）と、
　前記少なくとも４つのチャンバ（１１０Ａ～１１０Ｄ）内にそれぞれ対応して形成され
、前記少なくとも４つのチャンバ（１１０Ａ～１１０Ｄ）と前記複合電極イオンプローブ
（１０６）の外部との間のイオン相互作用を可能とするように構成された少なくとも４つ
のイオン感応領域（１１６Ａ～１１６Ｄ）と、
　前記４つのチャンバ（１１０Ａ～１１０Ｄ）内にそれぞれ対応して位置する少なくとも
４つの電極（１１４Ａ～１１４Ｄ）と
　を備え、
　前記第一の対のチャンバ（１１０Ａ、１１０Ｂ）は、第一のイオン感応特性を有し、前
記第二の対のチャンバ（１１０Ｃ、１１０Ｄ）は、前記第一のイオン感応特性とは異なる
第２のイオン感応特性を有してなる、複合電極イオンプローブ（１０６）。
【請求項１０】
　接地電極（１２３）をさらに備えてなる、請求項９に記載の複合電極イオンプローブ（
１０６）。
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【請求項１１】
　前記第二の電解質溶液が前記第一の電解質溶液とは異なるイオンのタイプ、イオン濃度
またはｐＨレベルを有してなる、請求項９に記載の複合電極イオンプローブ（１０６）。
【請求項１２】
　実質的にシールされている少なくとも４つのチャンバ（１１０Ａ～１１０Ｄ）と、
　前記少なくとも４つのチャンバ（１１０Ａ～１１０Ｄ）内にそれぞれ対応して形成され
、前記少なくとも４つのチャンバ（１１ＯＡ～１１０Ｄ）と前記複合電極イオンプローブ
（１０６）の外部との間のイオン相互作用を可能とするように構成され、第一のイオン感
応特性を有する第一の対のチャンバ（１１０Ａ、１１０Ｂ）と、前記第一のイオン感応特
性とは異なる第二のイオン感応特性を有する第二の対のチャンバ（１１０Ｃ、１１０Ｄ）
とを有している、少なくとも４つのイオン感応領域（１１６Ａ～１１６Ｄ）と、
　前記４つのチャンバ（１１０Ａ～１１０Ｄ）内にそれぞれ対応して位置する少なくとも
４つの電極（１１４Ａ～１１４Ｄ）とを備えてなる、複合電極イオンプローブ（１０６）
。
【請求項１３】
　接地電極（１２３）をさらに備えてなる、請求項１２に記載の複合電極イオンプローブ
（１０６）。
【請求項１４】
　第一の対の電極チャンバ（１１０Ａ、１１０Ｂ）が第一の電解質溶液を有し、第二の対
の電極チャンバ（１１０Ｃ、１１０Ｄ）が前記第一の電解質溶液とは異なる第二の電解質
溶液を有してなる、請求項１２に記載の複合電極イオンプローブ（１０６）。 
【請求項１５】
　第一の対のチャンバ（１１０Ａ、１１０Ｂ）が第一の電解質溶液を有し、第二の対のチ
ャンバ（１１０Ｃ、１１０Ｄ）が前記第一の電解質溶液とは異なるイオンのタイプ、イオ
ン濃度またはｐＨレベルを有する第二の電解質溶液を有してなる、請求項１２に記載の複
合電極イオンプローブ（１０６）。
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